
第９回　Ｄ科　コンピュータ基礎および演習Ⅰ

平成１１年６月１１日

３時限～４時限

１． 前回アンケート調査結果について

２． お絵描きソフト（ペイント）

（１） 起動と終了
（２） 基本操作
（３） ファイルへ保存

３． ファイル形式の変換（ペイントショップ）

（１） 起動と終了
（２） 基本操作
（３） ファイルへ保存

小休止

４． ホームページ作成（自習、質問への対応）

５． アンケート調査



１． 本日の実習全体の流れ

前回の授業で、フォルダｈｏｍｅｐａｇｅの中に各自のホームページを作成した。フォル

ダ（　ｈｏｍｅｐａｇｅ　）の中には、画像のファイルが存在している。

ｉｎｄｅｘ．ｈｍｔ ホームページを記述したHTML
ｆｕｊｉ．ｊｐｇ 画像のファイル

ｔａｎｐｏｐｏ．ｊｐｇ 画像のファイル

ペイントで作成した絵を、ホームページで活用できるように変換する方法を説明しま

す。

ペイント ディジタルカメラ

イメージスキャナペイントショップ

画像

お絵描き、画像編集ソフト 画像入力装置



２． ペイントを使ったお絵描き

ペイントの起動は、［スタート］［プログラム］［アクセサリ］［ペイント］の順にクリックし

ます。



ペイントが起動すると、以下の画面が表示されます。

ツールを使って、適当な絵を描いてみましょう。



ホームページで利用する領域を選択します。

［編集］［ファイルへコピー］の順にクリックします。［ファイル］メニューを選ばないこ

と。



ファイルの種類の▼をクリックし、２５６色を選びます。

ファイル名を入力します。この例では、ｐｉｃｔｕｒｅという名前にしてあります。

これで、画像ができあがりました。［ファイル］［ペイントの終了］の順にクリックし、終

了します。

（注意）画像の保存は、［ファイル］［名前をつけて保存］を使っても行えますが、ペイ

ントの画面全体が保存され、巨大な画面になります。ホームページ用に利用する画

像は、必要最小限の大きさにします。



３． 画像の形式変換手順

Ｗｉｎｄｏｗｓの世界でお絵描きを行うためには、ぺイントを使うことが一般的です。ペイ

ントは、Ｗｉｎｄｏｗｓに添付されているソフトウェアだからです。機能はシンプルですが、

ホームページの画像を作るために活用できます。

ただし、ペイントで作成した画像はホームページで扱える形式でないため、そのまま

では使えません。

ホームページで扱える画像は、ジェイペグ（ｊｐｇ）もしくはジフ（ｇｉｆ）形式です。したがっ

て、ペイントで作成したファイルを、ホームページで表示できる形式に変換する必要

があります。このような変換を行う方法はいくつかありますが、教育システムでは、ペ

イントショップを利用する方法が便利です。

ｇｉｆは、お絵描きソフトで作成した絵を保存するときに使います。

ｊｐｇは、写真を保存するときに使います。

自宅でペイントが利用できれば、自宅で絵を作成し、学校で形式を変換することによ

ってホームページに表示できる画像を効率良く作成することができます。活用してく

ださい。くれぐれも絵の大きさは、必要最小限にすることを忘れないでください。

ペイント

ビットマップ形式（ｂｍｐ）

のファイルを生成

Ｗｉｎｄｏｗｓに添付さ

れているソフト

ペイントショップ

ｇｉｆもしくはｊｐｇ形式で

保存

ビットマップ形式のフ

ァイル

ホームページには使

えない。



４． ペイントショップの起動

［スタート］［プログラム］［Paint Shop Pro］［Paint Shop Pro 4.2J］の順にクリックし
ます。



しばらくすると、ワンポイントが表示されます。［閉じる］をクリックします。

ヒストグラムのウインドウも、今は使いませんので［×］をクリックします。



５． ファイルの読み込み

ペイントで作成した絵を、ペイントショップに読み込みます。［ファイル］［開く］の順にク

リックします。

ペイントの例で保存したｐｉｃｔｕｒｅを選択し、［開く］をクリックします。



ペイントで描いた絵が表示されます。

［ファイル］［名前をつけて保存］の順にクリックします。



ファイルの種類の▼をクリックし、ＧＩＦを選びます。

ファイル名は自動的に、ｐｉｃｔｕｒｅ．ｇｉｆになります。［保存］をクリックします。

これで、ｇｉｆ形式への変換が完了です（要するに、読み込んで保存するだけです）。
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